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第３回小委員会での主な意見と対応方針 

 

 防災減災都市づくり，空き家，伝統文化等を継承できる都市づくり，耕作放棄

地などの懸念事項がある。総合的な取組を庁内横断的に対応いただきたい。 

 市としても問題点を認識しており対策をとっていきたいと考える。自治会や

地域づくり協議会と共に議論していきます。 

 

 鈴鹿亀山道路の事業化について報道発表され，道路計画がはっきりしてきた，

都市マスにおいても拠点の考え方などに影響があるのでは。 

 鈴鹿亀山道路の事業化について，関係部局と情報共有し検討を進めます。 

 

 企業立地について，基幹産業だけで進めていくのではなく新しい産業について

誘致をどんどん進めるべき。 

 産業構造が変革期を迎えており基幹産業だけでなく新たな企業の誘致も含め

て，産業部局や商工会議所と協議を重ねていきます。 

 

 若い方の意見集約について高校生や大学生の意見を聴くために少人数からワー

クショップ等を始めて，そこから大きくしていってはどうか。 

 若い世からの意見集約は，重要であると考え，若い世代と共に考えていける手

法を準備していきます。意見集約においてより活発な意見が出るよう建築士会

の協力を仰ぎたいと思います。 

 

 検討項目が多岐にわたり時間や人員が限られている中すべてを検討する事は難

しいのでは。庁内調整は定例的なものがあるのか。関係団体意見交換や市民意

向の把握の具体的なスケジュールは決まっているのか。 

 検討項目において取捨選択をし，３本の柱を中心に注力し意見交換等を行いま

す。庁内調整は，既存の庁内検討会議の組織を活用し情報共有しながら庁内調

整を図ります。限りある時間を有効に使うよう準備を進め最大限の結果が得ら

れればと考えています。 

 

 方針は良くまとまっている。都市マスタープランで大事なのは，土地利用計画

や都市施設整備の計画である。鈴鹿らしい都市構造があるはずなので，個別の

土地や地域に関する検討を先に行いその上で全体の都市構造を考えると良い。

そこに気候変動における問題やウォーカブルなどを入れ込めると良い。土地利

用計画を作成するときに俯瞰的に見てコンパクトシティというのではなく，個

別の土地利用や地域の方から発想していく事を重視してほしい。 

 いただいた意見を踏まえ検討を進めます。 
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第５０回都市計画審議会での主な意見と対応方針 

 

 市民意向の把握において子育て世代との意見交換の事務局の説明では，浸水予

想区域について転入前に調べたとの意見が多くあったことの説明がされておら

ず，こういった意見を審議会で共有しないと議論ができないのではないか。 

 市民意向の把握においては，頂いた意見を議事録として残していますが，本審

議会において時間も限られる中，委員指摘の部分を説明できず申し訳ございま

せん。今後，市民意向の把握で頂いた意見について小委員会で議論いただこう

と思います。 

 

 学生の意見交換，第１回市民ワークショップを傍聴したが，今回で終わりにす

るのではなく，第１回市民ワークショップの女性参加者が非常に良かったと感

想を言っていたので，継続して市民参画を行ってほしい。今後 20年を考えると

若い世代の意見聴取に力を入れて取り組んでほしい。 

 市民協働のまちづくりの観点からも今後も取組を継続していかなければならな

いと思っており，できる範囲の取り組みを行っていきます。 

 

 白子地区について都市マスタープランでは，高度利用を図る，都市機能の集積

を図るとの記載があるが，現実は，高層マンションが建ち，平屋の店舗，有料

駐車場，空き地といった土地利用である。実現できないものを記載し続けるの

はいかがなものか，検証を十分に行うべき。行政が動かなければ土地利用の誘

導を図ることはできない。 

 白子地区については，土地行政を進めてきた中で住宅の高度利用は進んでいる

が，生活利便施設等の高度集積は進んでいないことを認識しています。人口減

少社会の中，土地利用についても高度利用から土地を平面的でも有効利用する

等，時代にあった土地利用について都市マスタープランに記載していければと

思います。 

 

 市民意向の把握において地域づくり協議会との意見交換をするべきである。検

討項目の中に地域計画の吸い上げを行うとの記載があるが，都市マスタープラ

ンに使えるものもあれば使えないものもあり，ばらつきがあるので地域づくり

協議会と意見交換を行いそれぞれの街にふさわしいまちづくりを進めていくべ

きである。 

 地域づくり協議会と協働してまちづくりをしていきたいと思っていますが，総

合計画の改定作業においてもまちづくりについて地域づくり協議会との意見交

換を行っており，総合政策課と情報共有を図ります。それとは別に，ハザード

エリアにある海沿いの地域づくり協議会，地域拠点について西部地域の地域づ
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くり協議会と目的をもって意見交換を行います。 

 

 立地適正化計画の策定についての考え方を都市マスにも位置付けてはどうか。

また，都市施設において実現性が無い都市計画道路等についても都市マス改定

時に見直してはどうか。 

 国が定めたコンパクトなまちづくりを実行していくための計画が立地適正化計

画であり，ライフサイクルコストを考えていくと人口減少の中まちを縮小して

いく必要があり立地適正化計画の策定が求められています。コンパクトなまち

づくりにおいて行政が一方的に行うのではなく地域の方と協働してどのような

まちづくりがいいのか議論して策定していかなければならないと思っていま

す。議論してまとまれば策定していきたいと考えていますが，まだ，議論の途

中であることを理解いただきたいです。 

都市計画道路の見直しについて，数年前に国から見直し基準が公表され鈴鹿市

においても一度見直しをしたところです。今回の都市マスタープラン改定にお

いては時間的にも見直しを行うことはできませんが，今後必要であれば見直し

を検討したいと思います。 

 

 今回の資料において新しい用語が多く使用されている。都市マスタープランは

市民が見て，理解し，指針となり，自分たちの街を考えるものなので，もう少

し柔らかく，用語解説も加えて親しみやすい文書にすることが必要。 

 分かりやすい言葉を使用し，また，注釈・用語解説をつけるなど対応します。。 

 

 コンパクトシティの考え方について駅周辺にコンパクトに住むことだけがコン

パクトシティなのか。無下に誘導すると農村部・山間部において耕作放棄地を

増やしかねない。 

 すぐに市街化区域に集めるという考えではなく，段階的に行っていくものであ

ると考えます。生活様式が変化し核家族化が進んでいるなか親世代と同居する

方が減っており，子供世代が先祖代々の土地に住み続けるのではなく新たな土

地に居宅を構え住んでいる。若者が新たに土地を購入し新築する際にはハザー

ドエリアにかからないところ，生活利便施設が整ったところを選ぶ傾向があ

り，長い年月をかけ民意によってコンパクトなまちになっていく。既存集落に

おいて，今すぐ皆が流れ出るわけではなく，既存集落で生活し続けたい方もみ

えると思います。既存集落内でコンパクトを目指していただき，コンパクトプ

ラスネットワークでコンパクトなまちをつないでいくことを目指します。ま

た，土地の管理においても人がいなくなってしまうと管理をしてもらえなくな

ってしまうので，持続可能な土地利用について皆さんと協働してまちづくりを

考えていきます。都市マスタープランは，将来を見越した記載をしていきま

す。鈴鹿市にコンパクトシティの考え方がなじまない部分もあるが，調整区域



は調整区域で日常生活を維持する拠点づくりについて考えていく事がコンパク

トシティにとって大切であり，居住誘導を図ることを先行していくのではない

です。時代に応じて都市計画を運用していく必要があると思います。 

 

 



第 50 回鈴鹿市都市計画審議会事項に関する意見と措置 

 

 第 50 回鈴鹿市都市計画審議会，鈴鹿市都市マスタープラン改定業務進捗報告におい

て委員から提出のあった意見とそれに対する措置について。 
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措 置 

ご意見を踏まえ，検討を行い，都市計画の基本的な方針に関してまとめられた

部分を改定していきたいと考えています。 

 

 


